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　木津川市では、市民のみなさまに使いやすく満足度の高い地域公共交通づくりに取り組んでいます。
　今月は、アンケート調査結果及び年末年始の運行などについてお知らせします。

計画策定のためのアンケート調査結果（後編）
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　公共交通に係る総合的な計画の策定のためのアンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。
今回は、コミュニティバスの必要性に関する調査結果と、みなさまからいただきましたご意見を紹介します。
　なお、木津川市ホームページに、全ての調査結果（第２７回協議会　資料２）を掲載しています。詳しく
は、「木津川市地域公共交通総合連携協議会」で検索してください。

　アンケートの結果、コミュニティバスは「今は困
らないが、高齢になった時など将来的に必要にな
る」と回答した人が最も多く３割を占めました。
　続いて、「コミュニティバスは地域の基盤として必
要である」が２割強を占めました。
　また、コミュニティバスは必要だと考える人が多
数を占めるにもかかわらず、利用者数・運賃収入は
減っています。（下図参考）

　協議会では、運行業者をプロポーザル方式により選定し、また、予約型乗合タクシーを導入するな
ど、経費の削減に取り組んでいます。
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公共交通は、みなさまのご利用によって成り立っています。
コミュニティバスの一層のご利用をお願いします。
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主な意見（件数上位のみ抜粋） (件)

　年末年始の運行
は右表のとおりで
す。ご利用の際
は、注意ください。

　木津川市の公共交通に係る総合的な計画を策定するにあ
たり地域実情にあった内容で、実効性のある計画とするた
め、木津・加茂・山城の各地域で「地域の公共交通を考え
るワークショップ」を開催しました。
　ワークショップでは、今後の公共交通のあり方について
活発な議論が行われ、「予約が難しい」といった問題点や、
「地域でデマンドバスを運行できないか」といった提案な
どのご意見をいただきました。
　協議会では、いただいたご意見を参考に、計画策定に向
けて取組みます。

　市内の公共交通に関する意見を集計した結果、「コミュニティバスは必要である」との意見が最も多く寄せ
られました。主な意見の詳細は次のとおりです。

①　コミュニティバスは必要である
「今後過疎化や少子高齢化が進むことを考えると、バス
は将来的に必要である」　等

②　バスの運行本数の増便を
「増便は負担金の増になるが、将来的に利用者数は増え
るため、効果的である」　等

③　バス料金の値下げを
「距離に応じた運賃設定をしてほしい」　等

④　不便なバス路線の変更を
「運行ルートを改善し、より効率よくバスを走らせれ
ば、路線の数を減らせるのでは」　等

年　末　年　始　の　運　行

ワークショップを開 催しました

コミュニティバスは必要である
バスの運行本数の増便を
バス料金の値下げを
不便なバス路線の変更を
割引制度の導入を
他市町村への乗入れを
運行経費について
主要施設への直行便を
新しい交通システムを
バスを廃止すべき
夜間運行時刻の延長を
バス停の拡充を

きのつバス

か も バ ス

やましろバス

木－１～３

奥畑線・通学線

山田線・大畑線・観音寺線・南加

茂台線・銭司線・西線（予約制） 

当尾線

山城線

神童子線（予約制）

運休なし
※１２月２８日～１月５日
　土・日・祝ダイヤによる運行
１２月２８日～１月５日運休

１２月２８日～１月５日運休

運休なし（毎日運行）

１２月２８日～１月５日運休

１２月２８日～１月５日運休
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系　統　名 年末年始の運行路　　　線　　　名


